
当社は、創業以来一貫して、「ユーザーオリエンテッド（お客様第一）」「オリジナリティ（独創性）」「クオリティ（最上の品質）」という3つのロッテバリューを全ての企業活動の基本とし、お客様をはじめ、地域や社会に新たな価値を提供することで、成長し続けてきま

した。近年では、持続可能な社会・環境の実現に貢献するために、社会に及ぼす影響や事業活動における重要性をもとに、マテリアリティ（重要課題）を設定して事業活動を行っています。

マテリアリティへのアプローチ

持続可能な社会・環境の実現に貢献するために、事業活動を通じて取り組む
べき課題を明確化しました。はじめに、ISO26000＊の7つの中核主題をもと
に課題を把握し、事業活動において重要な課題を抽出しました。その後、外
部の有識者と当社に期待される取り組みについて意見交換を行い、マテリア
リティを5つに整理しました。

2015年に国連が採択した持続可能な開発目標（SDGs）は、世界中の政府、地域社会、企業に対し広く協力を求める、人類と
地球の繁栄の実現を目指す行動計画です。SDGs達成とよりよい世界の構築に向けて、当社では、各マテリアリティがバ
リューチェーン上で、「正の影響の強化」もしくは「負の影響の最小化」に貢献するかを特定しました。

STEP1

マテリアリティの整理
マテリアリティに具体的に取り組むため、ESG中期目標を策定しました。
これらはSDGsへの貢献を考慮して策定しており、SDGsを構成する17の
ゴールのうち、マテリアリティごとに当社として貢献できるゴールを定
め、重点的に取り組んでいきます。また、達成に向けて毎年進捗を確認
し、情報公開に努めていきます。

STEP3

ESG 中期目標の策定

STEP2

バリューチェーンにおけるマテリアリティマッピング

食の安全・安心

1
食と健康

2
環境

3
持続可能な調達

4
従業員の能力発揮

5

＊ ISO26000:ISO（国際標準化機構）が2010年11月に発行した、社会的責任に関する国際
　ガイダンス規格

ロッテにとっての重要性
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1.食の安全・安心 

2.食と健康

3. 環境

4. 持続可能な調達

5. 従業員の能力発揮

持続可能な調達
● カカオ豆 ● パーム油

 
● 紙

環境
● 脱炭素社会
● 循環型社会

正の影響の強化

負の影響の最小化 SDG Compassを参考に作成

原材料 サプライヤー 調達物流 操業 販売 製品の使用 製品の廃棄

食の安全・安心
● さらなる品質向上

食と健康
● 健康
● 食育

従業員の能力発揮
● ダイバーシティ

● 従業員エンゲージメント

● 働き方改革

STEP4

ステークホルダーとの対話
ステークホルダーとの対話を継続的に行っており、いただいたご意見はマテリアリティやESG中期目標の見直し、 情報開示の
拡充などサステナビリティ活動へ反映しています。

対話

従業員 地域社会
行政

取引先
NPO
NGO

社外有識者

お客様
生活者

LOTTE

● お客様相談室　 ● ホームページ　
● 食育イベント

● ダイアログ　
● NPO／NGOとの協働

● 日常的なコミュニケーション
● 品質に関する取り組み
● サプライヤー説明会

● 工場近隣住民への配慮　

● 被災地支援
● 地域イベントへの参加や協賛

● 人材育成　

● 社内報

 

● 社員意識調査　

● 内部通報制度

サステナビリティ活動への反映
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サステナビリティマネジメント


